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アイデアを編む・石を置く・光を紡ぐ―SMFの周辺から

文化庁　平成23年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業） Saitama Art Platform 形成準備事業

　建築は技術だと僕は思っている。
しかし肩書きを建築家としたからに
は、設計したモノがアートになればと
願うのは人情だろう。
　「技術」はどうすれば「アート」にな
るのか、そのヒントとなる譬え話があ
る。一昨年、入間市博物館で方丈庵
のプロジェクトを展開したときに、亡く
なられた安井清さんと共に、臨機応
築の囲いを造る監修をして下さった
建築家内田祥哉さんの論考である。
　「科学者がコレはできると証明し、
技術者はソレを実際につくってみせ
る。そのつくりかたをいろいろと試み
た芸術家によって技術は洗練され
る」と、こんな粗筋である。
　これは日常や既成にそれまでな
かったヘンテコなものを差し込もうと
する現代的なアートの在り方とは異
なり、谷川徹三を気取れば、縄文的
原型に対する弥生的原型に近い。
僕は建築がアートに近づくのはこの
手ではないかと思っている。技術に
は目的があり、機能や性能が要求さ
れる。だからそれを口実に縄文的原
型は小手先だけのアートもどきに陥り

やすいからだ。まちにはそうした建物
が溢れているし、僕もつくってきたと
いう反省がある。
　では建築は本当にアートになるこ
とができるのだろうか。昨秋のSMF 
Press vol.6、M.N.さんは、文化芸術
振興基本法が制定された現在でも
実情はアート氷河期と言われた以前
となんら変わっていないことを嘆き、
だからこそ状況の打破にＳＭＦは第2
ステージへ向かうのだと、抱負を語っ
ていた。しかし建築家の立場はさら
に深刻だ。なにしろその基本法でも、

建築は文化や芸術の定義の中には
いないのである。むしろ、新しい建築
はそれらの邪魔にならないように造り
ましょう、とまで言われている。これで
は建築文化は化石資源と同じでは
ないか。これから僕たちがつくる建
築も、それをアートとして次代に伝え
る価値あるものにし、その可能性を
認めてもらいたい。
　イタリアでは憲法に文化の推進と
記念物の保護を謳い、韓国では未
来に継承される文化遺産として建築
を位置づけている。なのにこの国の

建築基準法では、土地に
定着する工作物のうち屋
根および柱か壁を有する
もの、それが建築物なの
である。
　と、こんな愚痴を聞い
てもらえるのも「アート井
戸端かいぎ」だからこそ。
この「かいぎ」、埼玉県立
近代美術館などで開催
している。僕は建築だ
が、美術、音楽、文学、舞
踏、デザイン、写真、ここ
に集まる仲間の分野は
多彩だ。だから話題も多
岐に亘り面白い。ヘンテ
コなことをする連中かもし

　2010年度はうらわ美術館が開
館10周年、2011年度は川口市の
アトリアが5周年で、それぞれ意欲
的な記念展や活動が行われまし
た。2012年度は、MOMASが30
周年、川越市立美術館が10周年を迎えます。
　MOMASでは 4月の草間彌生展にはじま
り、ウルトラマン・アート、1968-82展、ベン・
シャーン、ポール・デルヴォーと強力なライン
アップで30周年を祝う予定です。MOMASコ
レクションでも、第2～3期を中心にコレクショ
ンのエッセンスを総ざらいし、MOMASファン
のみなさんにも参加していただいてご一緒に
楽しむ企画を計画中、MOMASの扉でもスペ
シャルがあります。どうぞご贔屓に何度も遊び
に来てください。
　川越では、コレクション展、タッチアート展を
はじめ、喜多院「職人尽絵」や仙波東照宮
「三十六歌仙額」を展示する小江戸川越江
戸絵画展など、川越の至宝を紹介する展覧
会が計画されているそうです。あわせて美術館
の市民ギャラリーを使って市民とともに10周
年を祝うイベントの企画も構想中とか。晩秋の
川越も見逃せませんね。
　入間市のアリットは2014年度の開館20
周年に向けて、さらに充実蓄積を図る年で
しょうか。
　うらわ美術館やアトリアでも、地域とミュージ
アムを結ぶ企画が出されています。今年も
ミュージアムを拠点に、身近な場所でアートを
楽しむ機会をたくさん創っていきたいですね。

（M.N.）

れないが、異分野で理解を深めよう
と、アート寺子屋なども計画する案
外まともな仲間でもある。どうだろう、
一度覗きに立ち寄られてみては。
　さてこれからは追伸、附録である。
　今年度のＳＭＦのテーマは「つな
がる」だったが、僕にはまちの住宅地
をペデストリアンデッキのような街路
でつないでみたいという夢がある。
　実験集合住宅で立体町家を造る
プロジェクトに参加したことがある
が、その立体街路を戸建ての住宅
地に移し、平面的な集住体を考えて
みたいのだ。かつての路地は基準
法で車の通り道に召し上げられてし
まったので、しっかりした構造の立体
街路をインフラとして造り、階上に路
地を取り戻し、そこで町家にあった軒
先の縁台のような機能を再現する。
上からのアクセスは住まいの間取り
を豊富にし、地震でも立体街路が支
えとなって、道路へ家屋が倒壊する
のを防ぐ。と、いいことずくめなので、
いつか井戸端に晒してみたい思い
つきである。                     （Ｋ.Ｍ.）

アートの

とアート
アート井戸端かいぎの開催日時など詳細はホームページ http://www.artplatform.jp か SMF.info@artplatform.jp 宛メールでご確認ください。
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　2012年2月3、4日、SMFの協力委員
をしている美術家・浅見俊哉さんと、若手
及び中堅舞踊家たちによるコラボレー
ション「コレオグラファーの目vol.9 ～青
の世界のフォトグラム、光を紡ぐムーブメ
ント～」が、彩の国さいたま芸術劇場1階
情報プラザにおいて開催されました。
　情報プラザ中心にあるガラス張りの
吹き抜けは、屋内外の光を複雑に反射
して美しく、その空間自体からもテーマが
醸し出されます。「光・交わり・ぽっかり空
いた間」などが、私に受け取れるテーマで
しょうか。舞台芸術を観に来る観客は、

演目からだけでなく、建物が所有するこ
のような空間からも、知らずしらず緊張の
糸を解されていくのだと思います。
　さて、この空間を更に際立たせたのが
浅見さんと舞踊家とのコラボレーションで
した。3日「ムーブメントとフォトグラム〈青の
世界〉」では、ダンサーの等身大ポーズの
フォトグラム作品を事前に制作し、それら
12点を吹き抜け円周に吊るして踊る、と
いうものでした。上演された中でも「原風
景」というダンス作品は、フォトグラムを通
して見え隠れする様々な記憶を観客と共
に辿るというような、はかなくて美しい作品

に仕上がり、観客を魅了していました。
　一方、4日「電飾ムーブメントは何を語
るか？」では、電飾を体に巻きつけたダン
サーが作品を上演し、その電飾の動きを
写真に起こして、観客の目の記憶を辿る
というものでした。
　電飾を付けたダンスを観る面白さに加
えて、空間と光のコラボレーションも美し
く、また、浅見さん撮影の写真作品が、
各々のダンス作品の本質を捉えているこ
とや、瞬間でなく継続した時間を捉えて
いるということに驚きを覚えました。
　SMFで知り合ったアーティスト同士が

様々な実験を試
み、人々の心や
考えを覆すような
楽しい瞬間を、こ
れからも作ってい
けたらいいな、と
思う2日間でした。

（K.F.）

執筆： （K.M.）三浦清史／（M.N.） 中村誠／（S.N.）野本翔平／（K.F.） 藤井香／（S.A.）浅見俊哉
編集：SMF広報委員会　発行：Saitama Art Platform 形成準備事業実行委員会　〒330-0061　埼玉県さいたま市浦和区常盤9-30-1　埼玉県立近代美術館内　
問い合わせ：SMF.info@artplatform.jp　　　文化庁 平成23年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業）

「コレオグラファーの眼」
コラボの感想
　今回「コレオグラファーの眼」を舞踊
家の皆様とつくる中で、ひとつの試みを
提案しました。それは「身体表現の動的
な時間と、撮影された瞬間的で静的な
時間を共存させたらどうなるか？」という
ことです。結果、感光紙を使ったフォトグ
ラムや電飾を身に纏った演技の長時間
露光撮影は、動的な時間と静的な時間
の架け橋になるような効果がありました。
今後も異なる表現者との関わりを通し
て、お互いの表現に刺激を得られる機会
になれば幸いです。                 （S.A.）

　行田は埼玉県北部にある人口約
85,000人の市です。古くは日本一の足
袋の生産地として知られ、また最近では
近く映画も公開される時代小説「のぼう
の城」の舞台としても知られるようになり
ました。
　僕はこのまちに生まれ、このまちで育っ
てきました。昔はただ何とはなしにここに
いましたが、今は自分はここにいたいと
はっきり思いながらここにいます。
　僕にそう思わせるのは、このまちやそ
の周辺にいる素敵な人たちの存在で

す。ここら辺の風景や空
気感も好きですが、僕に
とってはやはり彼ら彼女ら
がいるということが、僕
がここにいたいと
思う一番の理由
です。
　近年は各地で
頻繁に地域再
生のためのアー
トプロジェクトが
行われています。

このまちも衰退が顕著なまちの例外では
ないことと、僕自身が表現活動を行って
いることを考えれば、このまちでもアートプ
ロジェクトを、と考えるのは自然なことで
す。しかし同時にそれは、すでにかなりの
資本と時間と労力を費やしながらも、そ
れに見合った成果が現れることはごくごく
稀であるということが既知となったプログ
ラムを、それと知りながら借用するという、
創造性のない選択にもなりかねません。
　美術館の目的が美術作品を収蔵し
たり展示したりすることに留まらないのと
同じように、このまちでアートをやることそ
れ自体が目的ではないのです。僕がこ
のまちにいたいと思う最大の根拠は、近
くにいる人間たちの存在です。彼ら彼女
らと共有すべきものはアートだけではな
いはずです。アートという変幻自在の磁
石を、よく見ればそこかしこにあるこのま
ちの隙間に、少しずつ置いていけば、
きっとそれが素敵な出会いを引き当てて
くれると思います。
　長いこと磁石に触れているとそれ自身
に磁力がなかった物質も自然に小さな

磁力をまとったりします。何と何がくっ
つくかは予測不能です。だんだ
んと数が増えて、大きな
磁場が生まれる
こともあるかもし
れないし、逆に反
発しあって小さな点
をたくさん作るかもしれません。どんな形

になるかは重要ではありません。どう動
かすかが大切なことです。僕がやるべき
ことは、ゆっくり歩きながらこの町の隙間
を探し、一つ一つ丁寧に、その小さな石
を置いていくことです。             （S.N.）

編集者のつぶやき…

建築のお寒い現況を愚痴っていたら窓の外も雪
景色だった。（Ｋ.Ｍ.）

シンプルにシンプルに。（M.N.）

最近はお金に興味があります。賃金、貯金、借金、税金、
年金、交付金、助成金、投資金、寄付金など。（S.N.）

3歳の女の子が踊りを習いに来ました。彼女の一番
の楽しみは、お稽古後の鬼ごっこのようです。（K.F.）

ＳＭＦは魅力的なコラボレーションが生まれる場だ
と改めて実感しました。（S.A.）

 http://www.artplatform.jp

コレオグラファーの目 vol.9 
青の世界のフォトグラム、光を紡ぐムーブメント

▲「ムーブメントとフォトグラム〈青の世界〉 ▲電飾ムーブメントは何を語るか？

行田とアートと人について

▲僕です。パフォーマンス中
は格好つけています。

▲市街地を出ると田んぼが広がっています。田植えの
時期には海みたいになります。▲本町のパン屋「翠玉堂」。行田の異文化交流拠点。
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